




























学苑 総合教育センター国際学科特集 No.847 48～61（20115）
地域再生の基軸としての観光
 岐阜県東濃地区多治見市における観光を考える


















表2 東濃地区 観光客実人数の推移（平成15年度～21年度） 単位:千人，％
年 度 日帰り客数 宿泊客数 観光客数合計 対前年比
平成15 5,332 490 5,821 －1.00
平成16 6,020 466 6,487 11.43
平成17 9,970 513 10,482 61.62
平成18 9,965 463 10,428 －0.53
平成19 10,524 436 10,961 5.11
平成20 11,533 432 11,965 9.20





（人） （％） （人） （％） （人） （％）
多治見市 91.2 115,945 310 0.5 19,686 33.4 38,446 65.2
土 岐 市 116.0 61,622 537 2.6 6,496 31.9 13,224 59.1
瑞 浪 市 175.0 40,481 265 0.8 12,526 39.4 18,815 59.2
恵 那 市 504.2 55,601 2,737 6.4 17,470 41.0 22,372 52.5
中津川市 676.4 84,333 1,990 7.0 10,275 36.2 15,994 56.4















表3 東濃地区 日帰り宿泊別消費額の推移（平成17年度～20年度） 単位:円，％
年 度
消 費 額 1人当たり消費額
日帰り 宿 泊 計 日帰り 宿 泊 計
平成17
49,738,636,191 10,572,029,129 60,310,665,320 4,989 20,622 5,754
     
平成18
50,404,433,914 9,568,518,114 59,972,952,028 5,058 20,645 5,751
1.3 －9.5 －0.6 1.3 0.1 －0.1
平成19
53,699,435,102 9,020,590,094 62,720,025,196 5,102 20,669 5,722
6.5 －5.8 4.5 0.2 0.1 0.5
平成20
50,480,747,817 7,997,338,925 58,478,086,742 4,377 18,518 4,887
－6.0 －11.4 －6.8 －14.3 －10.6 －14.6
『全国観光地観光客データブック2007年版』及び『2008年版』より作成，各年度下段は対前年増減比
表4 東濃地区 目的別観光客数の推移（平成18年度～20年度） 単位:人，％
年度 自 然 文化歴史 産業観光 スレ 温 泉 買 物 行祭事 イベント 合計
平成18
630,430 1,232,141 1,192,820 791,572 652,002 4,645,042 383,312 901,107 10,428,426
6.0 11.8 11.4 7.6 6.3 44.5 3.7 8.7 100.0
平成19
614,430 1,403,868 1,178,857 753,802 798,917 4,934,186 408,398 868,162 10,960,620
5.6 12.8 10.8 6.9 7.3 45.0 3.7 7.9 100.0
平成20
655,244 1,455,003 1,360,628 913,113 696,316 5,420,605 317,744 1,146,318 11,964,971



















表5 東濃地区 居住地別観光客数（平成18年度） 単位:人
県 内 東海地方 北陸地方 甲信越地方 関東地方 近畿地方 その他の地方 合 計
4,741,740 4,809,094 28,915 162,745 316,150 321,554 48,228 10,428,426
45.5％ 46.1％ 0.3％ 1.6％ 3.0％ 3.1％ 0.4％ 100.0％
『全国観光地観光客データブック2006年版』より作成

















150,364 116,095 33,316 299,775 491,820 2,044,811 6,974,447 581,554 36,019 10,428,426
1.4％ 1.1％ 0.3％ 2.9％ 4.7％ 19.6％ 66.9％ 5.6％ 0.3％ 100.0％
『全国観光地観光客データブック2008年版』より作成
表7 東濃地区 性別年齢別観光客数（平成18年度） 単位:人
男 女 20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 合 計
5,557,006 4,871,420 152,093 1,060,150 2,162,977 173,903 2,848,963 2,464,440 10,428,426




●東京方面より 東名 →（豊田JCT）→ 東海環状道 → 土岐南多治見IC下車 約5時間
●大阪方面より 名神 →（小牧JCT）→ 中央道 → 多治見IC下車 約2時間30分
●高山白川郷金沢方面より 東海北陸道 →（関美濃JCT）→ 東海環状道 →（土岐JCT）→
中央道 → 多治見IC下車 約3時間
鉄道











生産額 構成比 生産額 構成比 生産額 構成比
多治見市 262,628 4.0％ 274,251 3.9％ 286,744 3.9％
岐阜県 6,583,098 100％ 7,110,946 100％ 7,402,704 100％
http:/www.city.tajimi.gifu.jp/kenko-fukusi/h16houkokusyo/siryo-1.PDF（2010/07/11アクセス）
表9 多治見市製造業出荷額（平成13年度） 単位:万円
合 計 窯業土石製品 電気機械器具 輸送用機械器具 食料品製造業 パルプ紙紙加工品
7,840,243 4,132,274 540,602 496,898 479,507 386,579






































1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月








































1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 駅前 合計
観光 14 14 5 2 2 4 9 20 1 22 93
買物（普段の器） 10 19 7 3 1 1 3 10 1 8 63
買物（贈り物） 1 7 1 0 1 1 2 2 1 16
食事 7 5 3 0 1 1 1 1 1 20
イベント 5 3 0 0 2 3 2 1 16
作陶 1 1 3 0 0 5
仕事 3 2 0 1 1 2 9
その他 9 10 4 0 2 7 8 3 43













































































































































































































































































③ 市場の拡大 ④ 資源と市場の多層化
日帰り観光圏の拡大
・ブランドネームの浸透
（東海3県近畿関東）
・複合型観光資源の活用
・新たなブランドの開発
・サービスとホスピタリティの強化
既存観光資源を新しい市場に適用する
（新たな需要層の開拓:訪日外国人観光客）
ハードソフトヒューマンの一体化
による相乗効果を高める
注:観光資源とはハード，ソフト，またそれらの複合型を意味する。
図4 多治見の観光拡大戦略図
観光戦略
そして，なおかつ新たに観光資源を開発しブランド化することにより相乗効果が期待される。多治
見市の強みを今一度想起すると，①陶磁器（美濃焼の産地），②交通の利便性，③歴史と文化などの視
点と最近の「日本一暑い街」の知名度を組み合わせた観光促進活動を一体化させることである。
交通の大動脈である中央線と中央自動車道や東海環状自動車道の利用による観光客の誘引が背景と
なっているが，東濃地区における広域連携が必要なことは言うまでもない。特に土岐プレミアムア
ウトレットの買物客や道の駅の整備により，自動車利用者をその前後に市内へ流入させる施策が重要
である。
将来的にはリニア新幹線の東濃地区における新駅の開設も期待されるだけに，交流人口が鉄道や高
速自動車道の利用により増え，関東地区まで日帰り圏に組み入れるのに合わせた受け入れ体制の整備
が必要であろう。
注引用文献
1）『多治見市制70周年記念市勢要覧』p.27，多治見市役所企画部企画課，2010年8月
2） 多治見が2007年8月16日，40.9℃を記録して日本一暑い街となった。これを機に同市の名物である ・う
なぎ・と同市に伝説が残る ・かっぱ・を合わせてデザインされた同市のマスコットキャラクター。
3） 明治から当地の高級料亭として名高い「川地家」を婚礼に必要な施設を備えたウェディングステージとして
改装。
4） 東濃5市（多治見市土岐市瑞浪市恵那市中津川市）で 地域活性化事業として行われていた「東濃
ぐるりん観光事業」。
5） 東濃5市において，結成されたアートツーリズムによるミュージアムマーケティングの推進プロジェクト。
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